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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・8/6（火）9：30～三沢の職員2人、有識者1人が青仁会の施設見学に来ます。お客様に来ることを利用者様に連絡しておいて下さい。

・下駄箱の整理をするため、今週中に職員はトリゾンラブが置いてある方に靴を寄せて下さい。

・書類の決裁について、一般職員から管理者へ、管理者から管理者へと決済順に書類がまわるようにしていきましょう。

・医療福祉学会の抄録の締め切りが近く発表になる為、抄録と研究を進めていきましょう。

・10/31セルフレビュー精神科バーション1があります。通所は関係する箇所は少ないですが、書類、施設、プログラムの内容整備を進めていきましょう。

・其田淑子様が薬の管理、金銭管理、腎疾患にともなう健康管理、生活全般に介護の必要性が濃厚になっておりグループホームでの受け入れが難しく、青風荘の入居の方向で検討されている。

＜利用者様情報＞

・青木　紀子　様～一昨日、腹痛によりデイケアを欠席していた為、体調確認している。今朝嘔吐があったと話す。食べたものは全部吐いたが他に不調はないとの事。表情は明るい。本日外来受診のため主治医に話すように伝えている。

・北村　奈美　様～川端Ｄｒより1週間以内にデイケアに通所しないと登録が抹消になることと、今後電話での相談を受ける事ができないこと説明するように指示あり。来週までに来れるか不安だと話すため、本日外来受診後に来所するように促している。外来受診が3週間に1回であるため、外来後に来所すること促している。外来後には受診時に川端Ｄｒに言われたことを書き出す作業をしているため、来所してその作業をするように伝えている。外来後毎回、来所できるか不安だと本人が話すと母様が「月に1回は必ず送迎します」と話している。

・久保　興介　様～午前に来所され今後のデイケア利用について話をしている。本人より通所意思がないと話があり、退所を望んでいる。就労を希望している為、集団に参加出来ない状態では就労も難しいことを説明しているが、利用意思が無い状態は変わらないとの事。ご家族及び主治医へも退所について話をするとの事。

・佐藤　ミツ子様～昨日、2日間眠れなかったと話しているが、昨晩は眠れたとの事。最近何か気になることがあるか確認すると「何も無いよ」と話してからお盆の外泊がしたくて、兄様宅に電話したが兄様夫婦は東京に行っているとの事で、外泊できるかわからないと言われたとの事。そのことで眠れないわけではないとの事。

・稲垣　ふき　様～昨晩12時に目が覚めてから寝ていないと話される。機嫌良く、食事当番にも積極的に参加されている。

・倉石　ヨシエ様～昨日、本人の誕生日が近いこと伝えると「早く仏様になりたい」と話すことあり、もっと長生きして欲しいこと伝えると笑っている。

・鹿原　博夫　様～独語が酷く、うみねこ幸房での作業も手に付いていない状態みられ、薬剤調整をした2～3日間は症状の改善見られたが、その後もとの状態に戻ってしまっている。今後安ヶ平Ｄｒに情報提供していく。

＜事例検討＞

川村　享様　（60）統合失調症　

検討内容：目標、計画の見直し

長期目標

再発せずに、自立した生活を送りたい。
中期目標

①自分の病気について理解を深め、服薬を確実に行う。

②入浴・更衣を最低週2回行う。

③体重が増加しないように、デイケアでの運動は休まず参加する。
短期目標

①疾病教室で、自分の病気について学ぶ。

②入浴や更衣の必要性を知る。

③自分の体重を把握できるようになる。

実施計画

①スタッフから声を掛け、本人自ら行動を起こせるよう関わっていく。（指示的な関わり方ではなく、アドバイスをしたり、周囲の状況を伝えて、行動の必要があることに気付いて頂く等）

②入浴や更衣の必要性を認識していただき、入浴回数を増やしていく。また、青陽館の入浴ｻｰﾋﾞｽを気軽に利用できるよう環境を整えていく。

③体重測定を促し、体重減少を目標としていることを意識付けしていく。また、変動が見られた際は、食事・間食内容と飲酒量を確認し、助言していく。

現状

・プログラムや自主活動では、自ら行動を起こし、取り組むことができている。

・他者交流において積極的な関わりはないが、トランプ等に誘われると断ること無く参加している。

・病状は安定している。夜間の睡眠は取れており、服薬管理できている。

・青陽館での入浴はしておらず、近所の銭湯に週1度行っている。

・現在体重は66.3ｋｇと先月に比べて1.3ｋｇ増量している。

・デイケアでの運動は欠かさず行っており、体重減少を意識している様子。
検討結果

・八戸赤十字病院受診日の前だけでも青陽館の風呂に入浴するように促して、できることから取り組んで頂く。

・忘薬などなく服薬できているため、目標は入浴などの整容面を中心に見直していく。

＜外来情報＞

・上野　千奈津様～デイケアが楽しいと話す。エアロビで1ｋｇ減ったとの事。寝るのが遅れがちとの事。内服薬の変更なし。

・板橋　利美　様～寝つきが悪いと訴えるが昼寝が多い様子。ロンフルマン1Ｔ追加処方となっている。

・大久保　康弘様～幻聴半日ない時あり。その時は体が動くとの事。デイナイトケアの休みをもらったら腰が楽になったと話している。

・清水頭　翼　様～ハロマンス（50）1Ａ実施。

・八木橋　牧雄様～血圧高いこと続いているのでカプトリルＲ止めでディオバン（４０）1Ｔが朝食後に処方されている。

・溝越　キク　様～昨日心臓がバクバクして嘔気があったとの事。4月から内服薬を減薬していたが、元に戻している。採血、胸部レントゲンに異常なし。

・青木　紀子　様～2週間前に減薬しているが胸のモヤモヤはなし。胃痛、嘔吐あり。ファモチジン処方。

